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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第34期
第１四半期
連結累計期間

第35期
第１四半期
連結累計期間

第34期

会計期間
自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日

自  平成24年10月１日　
至  平成24年12月31日

自  平成23年10月１日　
至  平成24年９月30日

売上高 (千円) 2,663,996 3,005,592 10,982,087

経常利益 (千円) 282,759 476,906 1,295,916

四半期(当期)純利益 (千円) 177,719 310,937 738,689

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 191,000 361,167 738,744

純資産額 (千円) 1,870,030 2,925,499 2,335,685

総資産額 (千円) 6,929,258 7,823,009 7,669,831

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 3.03 5.27 12.62

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― 5.23 ―

自己資本比率 (％) 23.9 34.1 27.4

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第34期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

４．第34期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容に

重要な変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断し

たものであります。

　
当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、東日本大震災の復興需要等を下支えとし、緩やかな回復傾向が

みられました。それに伴い、企業の設備投資や個人の消費動向にも復調の兆しが見えはじめています。しかしながら、

欧州債務危機による金融不安や新興国の景気減速、国内では慢性的なデフレ経済、円高の影響等により、依然として先

行き不透明な状況が続いております。

　建設業界におきましては、東北地方での復興工事は依然本格化しないものの、首都圏での改修・補修工事、耐震補強

工事の増加、住宅ローン減税等の政策による、新設マンション着工戸数の増加等を受け、建設投資額もリーマンショッ

ク以前の水準に近づきつつあります。一方、このような市場環境に対し、ゼネコン各社が抱える技術者の「高齢化」

「若手不足」が深刻化しており、全国的に技術者が不足する事態が生じております。

　エンジニア派遣事業における顧客企業が属する自動車・電気機器・半導体等の製造業界におきましては、デフレ経

済、電力不足等の影響が続いているものの、一定の円高修正により輸出関連企業を中心に回復の兆しがありました。ま

た、情報系エンジニアの派遣先となるIT業界においては、ここ数年抑制していた各企業のシステム投資が持ち直しの

動きをみせております。

　このような事業環境の下、当社グループでは、建築技術者派遣事業において、建築技術者の全国的な需要拡大、東北復

興の本格化に備え、採用活動を強化してまいりました。また、エンジニア派遣事業においては、需要の高まりをみせて

いる分野のスキルを有する技術者の採用および育成、コスト管理の徹底、営業の効率化による稼働率の改善に注力し

てまいりました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高3,005百万円（前年同四半期比12.8％増）、営業利益394

百万円（前年同四半期比46.1％増）、経常利益476百万円（前年同四半期比68.7％増）、四半期純利益310百万円（前

年同四半期比75.0％増）となりました。

セグメント別の業績は次のとおりであります。

　
①建築技術者派遣事業

当社グループの中核事業であります建築技術者派遣事業におきましては、ゼネコン各社が抱える技術者の「高齢

化」「若手不足」の影響により、派遣需要は旺盛に推移いたしました。また、今後想定される全国的な建設需要の拡

大、復興需要の本格化に備え、積極的に採用活動を行っており、その結果、当第１四半期連結累期間にて135人の入社と

なりました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は1,892百万円（前年同四半期期比26.5％増）、セグメント利益

は375百万円（前年同四半期比51.9％増）となりました。

　
②エンジニア派遣事業

エンジニア派遣事業におきましては、主要顧客である製造業各社において、東日本大震災の影響等による生産の落

ち込みから回復基調にありました。また、情報系エンジニアの派遣先となるIT業界において、ここ数年抑制していた各

企業のシステム投資が持ち直しの動きをみせております。一方で、その他のメーカー各社においては、デフレ経済、電

力不足等の影響により先行きが不透明となっております。

このような事業環境の下、需要の高まりをみせている分野のスキルを有する技術者の採用および育成、コスト管理

の徹底、営業の効率化による稼働率の改善に注力してまいりました。

  以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は1,005百万円（前年同四半期比6.2％減）、セグメント利益は91

百万円（前年同四半期比6.0％増）となりました。

　
③子育て支援事業
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子育て支援事業におきましては、待機児童が多く保育サービスの需要が高い東京都および神奈川県において、認証

保育所を３箇所運営しております。また、併せて保育士の派遣を行っており、施設の提供ならびに人材の供給を実施し

てまいりました。

  以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は64百万円（前年同四半期比8.1％減）、セグメント利益は12百万

円（前年同四半期比55.4％増）となりました。

　
④医療介護支援事業

医療介護支援事業におきましては、高齢社会が進む中、医療および介護サービスへのニーズが日ごとに増加してい

ることを受け、デイサービス施設を東京都にて３箇所運営してまいりました。

  以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は43百万円（前年同四半期比64.6％増）、セグメント利益は９百

万円（前年同四半期は、６百万円のセグメント損失）となりました。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 160,000,000

計 160,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年２月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 74,573,44074,573,440
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

完全議決権株式であり、権利内
容に何ら限定のない当社におけ
る標準となる株式であります。
1単元の株式数　100株

計 74,573,44074,573,440― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。
　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

当第１四半期会計期間において、行使価額修正条項付新株予約権付社債券等に係る新株予約権が以下のとおり、行

使されました。

　
第１四半期会計期間

(平成24年10月１日から平成24年12月31日まで)

当該四半期会計期間に権利行使された当該行使価額修正条項付
新株予約権付社債券等の数(個)

1,500

当該四半期会計期間の権利行使に係る交付株式数(株) 1,500,000

当該四半期会計期間の権利行使に係る平均行使価額等(円) 250

当該四半期会計期間の権利行使に係る資金調達額(千円) 375,000

当該四半期会計期間の末日における権利行使された
当該行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の数の累計(個)

1,500

当該四半期会計期間の末日における当該行使価額修正条項付
新株予約権付社債券等に係る累計の交付株式数(株)

1,500,000

当該四半期会計期間の末日における当該行使価額修正条項付
新株予約権付社債券等に係る累計の平均行使価額等(円)

250

当該四半期会計期間の末日における当該行使価額修正条項付
新株予約権付社債券等に係る累計の資金調達額(千円)

375,000

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年12月31日 ― 74,573,440 ― 805,147 ― 867,545

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

― ―
普通株式 16,032,400

完全議決権株式(その他) 普通株式 58,539,500 585,395 ―

単元未満株式 普通株式 1,540 ― ―

発行済株式総数 74,573,440 ― ―

総株主の議決権 ― 585,395 ―

(注)１ 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式85株が含まれております。

　　２ 「完全議決権株式(その他)」の欄には、名義書換失念株式が１千株含まれております。

　　３  当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日(平成24年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成24年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
㈱夢真ホールディングス

東京都文京区大塚3-11-616,032,400 ― 16,032,40021.49

計 ― 16,032,400 ― 16,032,40021.49

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成24年10月１日

から平成24年12月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年10月１日から平成24年12月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、監査法人和宏事務所による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年９月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,557,679 2,633,138

受取手形及び売掛金 1,626,398 1,571,115

有価証券 7,046 9,600

たな卸資産 1,236 1,158

その他 575,958 567,249

貸倒引当金 △84,719 △77,631

流動資産合計 4,683,600 4,704,630

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 738,776 780,595

その他（純額） 673,401 639,789

有形固定資産合計 1,412,178 1,420,385

無形固定資産

のれん 628,411 607,558

その他 37,834 34,182

無形固定資産合計 666,246 641,741

投資その他の資産

投資有価証券 688,605 802,433

その他 305,455 304,609

貸倒引当金 △86,255 △50,790

投資その他の資産合計 907,805 1,056,252

固定資産合計 2,986,230 3,118,378

資産合計 7,669,831 7,823,009

負債の部

流動負債

買掛金 14,133 13,222

短期借入金 975,331 1,250,332

1年内返済予定の長期借入金 850,844 580,844

未払法人税等 442,473 135,353

賞与引当金 176,867 84,027

その他 942,401 1,040,291

流動負債合計 3,402,051 3,104,070

固定負債

長期借入金 1,509,223 1,364,012

退職給付引当金 254,959 257,764

資産除去債務 3,204 2,953

その他 164,707 168,709

固定負債合計 1,932,094 1,793,439

負債合計 5,334,146 4,897,510
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年９月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 805,147 805,147

資本剰余金 867,545 1,078,032

利益剰余金 2,262,103 2,426,688

自己株式 △1,789,972 △1,623,472

株主資本合計 2,144,823 2,686,395

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △46,302 △16,208

その他の包括利益累計額合計 △46,302 △16,208

新株予約権 10,511 8,523

少数株主持分 226,652 246,787

純資産合計 2,335,685 2,925,499

負債純資産合計 7,669,831 7,823,009
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年10月１日
　至 平成23年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年10月１日
　至 平成24年12月31日)

売上高 2,663,996 3,005,592

売上原価 1,924,486 2,111,889

売上総利益 739,510 893,703

販売費及び一般管理費 469,647 499,353

営業利益 269,862 394,349

営業外収益

受取利息 917 915

受取配当金 1,669 4,576

投資有価証券売却益 － 14,954

受取家賃 19,356 18,852

補助金収入 29,997 39,183

その他 9,321 29,461

営業外収益合計 61,261 107,945

営業外費用

支払利息 16,257 16,071

賃貸収入原価 6,538 6,369

社債償還損 15,266 －

その他 10,301 2,948

営業外費用合計 48,364 25,389

経常利益 282,759 476,906

税金等調整前四半期純利益 282,759 476,906

法人税、住民税及び事業税 55,686 131,908

法人税等調整額 35,170 18,731

法人税等合計 90,857 150,640

少数株主損益調整前四半期純利益 191,902 326,266

少数株主利益 14,183 15,328

四半期純利益 177,719 310,937
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年10月１日
　至 平成23年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年10月１日
　至 平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 191,902 326,266

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △901 34,900

その他の包括利益合計 △901 34,900

四半期包括利益 191,000 361,167

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 176,817 341,031

少数株主に係る四半期包括利益 14,183 20,135
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【注記事項】

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次のとお

りであります。

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年10月１日
　至　平成23年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年10月１日
　至　平成24年12月31日)

減価償却費 17,059千円

のれんの償却額 23,657千円
　

減価償却費 18,580千円

のれんの償却額 20,853千円
　

　
(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成23年10月 1日  至  平成23年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年12月15日
定時株主総会

普通株式 58,681 1.00平成23年９月30日 平成23年12月16日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　
３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。　

　
当第１四半期連結累計期間(自  平成24年10月 1日  至  平成24年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年12月18日
定時株主総会

普通株式 146,352 2.50平成24年９月30日 平成24年12月19日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　
３．株主資本の著しい変動

当社は、当第１四半期連結会計期間において、第１回新株予約権の一部が行使されたこと等により、資本剰余金が

210,487千円増加、自己株式が166,499千円減少し、当第１四半期連結会計期間末において資本剰余金が1,078,032千

円、自己株式が△1,623,472千円となっております。　
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

1　前第１四半期連結累計期間(自  平成23年10月１日  至  平成23年12月31日)

① 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 （単位：千円）

　 報告セグメント

合計
　

建築技術者
派遣事業

エンジニア
派遣事業

子育て
支援事業

医療介護
支援事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 1,495,2681,072,26070,302 26,1652,663,9962,663,996

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 1,495,2681,072,26070,302 26,1652,663,9962,663,996

セグメント利益
又は損失（△）

247,28185,874 7,924 △6,374 334,705334,705

　

② 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 334,705

のれんの償却額 △20,665

全社損益(注) △31,280

四半期連結損益計算書の経常利益 282,759

(注)  全社損益は、主に報告セグメントに帰属しない、当社の管理部門にかかる収益及び費用です。

　

③ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

２　当第１四半期連結累計期間(自  平成24年10月１日  至  平成24年12月31日)

① 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 （単位：千円）

　 報告セグメント

合計
　

建築技術者
派遣事業

エンジニア
派遣事業

子育て
支援事業

医療介護
支援事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 1,892,2231,005,69864,612 43,0573,005,5923,005,592

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 1,892,2231,005,69864,612 43,0573,005,5923,005,592

セグメント利益 375,65591,031 12,317 9,178 488,182488,182
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② 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 488,182

のれんの償却額 △20,853

全社損益(注) 9,577

四半期連結損益計算書の経常利益 476,906

(注)  全社損益は、主として報告セグメントに帰属しない財務関連の損益であります。

③ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年10月１日
至  平成24年12月31日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 ３円03銭 ５円27銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(千円) 177,719 310,937

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 177,719 310,937

    普通株式の期中平均株式数(千株) 58,589 59,048

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ― ５円23銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益調整額(千円) ― ―

    普通株式増加数(千株) 　 402

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

(注)　前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年２月13日

株式会社夢真ホールディングス

取締役会  御中

　

監査法人和宏事務所

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    髙　木　快　雄    印

　
代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    大　嶋　　豊   　 印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社夢真ホールディングスの平成24年10月１日から平成25年９月30日までの連結会計年度の第１四半期連結
会計期間(平成24年10月１日から平成24年12月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年10月１日か
ら平成24年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算
書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社夢真ホールディングス及び連結子会
社の平成24年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正
に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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